
 

 
これからの上映予定 LLPC book 

 新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」 

 https://www.lalanet.gr.jp/ 

 生涯学習相談・情報提供 

 TEL：025-284-6119 FAX：025-284-6019 

 Mail：lalasoudan@mail.lalanet.gr.jp  

施設等の貸出 

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

貸出施設：ホール 大研修室 

※３密を避けるため、現在利用定員を制限していま

す。（ホールは４１人まで 大研修室は２４人まで） 

（視聴覚教材・機材の貸出しは原則登録が必要です。） 

新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南3-1-2 

  TEL：025-284-6110  FAX：025-284-6019 

  Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp  

  ホームページ：https://www.lalanet.gr.jp/ 

  Twitter：https://twitter.com/lala_nlpc/ 

 令和元年度内閣府の調査によると、子ども

がインターネットを利用して動画を見たり、

ゲームをしたりする等の比率が、０歳で

4.7%、３歳で50.2%もいる。子どもにしてみ

れば娯楽を預けられるわけだから、手がかか

らない「いい子」でいられるし、親にとって

も楽なはず。 

  しかし、この乳児期は、子ども自身が働き

かける（泣くなど）と周囲が変化する（抱く

など）ことで、自分は守られるべき価値ある   

 

(Lifelong Learning Promotion Center) 

 入場人数を４１人までとし、事前予約の上、

鑑賞いただいています。 

ご理解とご協力をお願いします。詳しくは

「ラ・ラ・ネット」をご覧下さい。 

11月の上映会   

一杯のかけそば【1992年/99分】 

１２日（木）・２６日（木）・２９日（日） 

13時30分～15時25分頃 (13時開場） 

大晦日に一杯のかけそばを注文する貧しい

家族と、彼らを温かく迎えるそば屋の夫婦の

姿を描いた感動作品。 

監督：西河克己  原作：栗良平 

出演：渡瀬恒彦 市毛良枝 泉ピン子  

      鶴見辰吾 

存在だと感じる気持ち（基本的信頼感）が育つ

時期だという。「いい子」だけでいては、この

貴重な体験を得ることができず、発達すべき心

が育たない。 

 そんな問題に警鐘を鳴らす、一冊の絵本。タイ

トルは『ママのスマホになりたい』。 

「ママ、もっとボクのこと見て！」 

「スマホを置いて、子どもの顔を 

見て！」と、この絵本が呼びかけ 

てきますよ。  

センター講座から  ～ ママのスマホになりたい ～  

今後の上映会について 

12月の上映会  

トロッコ【2009年/日本・台湾/116分】 

１０日（木）・１７日（木）・２７日（日） 

13時30分～15時30分頃 (13時開場） 

芥川龍之介の同名短編小説をモチーフに、

懐かしい風景の残る台湾に舞台を移して再構

築した、幼い兄弟の冒険と成長を叙情的につ

づる青春ドラマ。 

監督：川口浩史   

出演：尾野真千子 原田賢人  

      大前喬一 ホー・リン 

 

   web会議システム活用状況調査報告・にいがた連携公開講座２０２０・地域コーディネータ養成スクール 
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 県内の生涯学習等に係る公の施設を対象に、Web会議システム活用状況調査を行いました。

大変お忙しい中、717件の回答をいただきました。県立生涯学習推進センターとしましては、

分析した内容を基に、講座や研修会の内容検討や各施設団体へのサポート等を通し、県民の皆

様が有意義な生涯学習が進められるよう取り組んでまいります。なお、調査の詳しい結果や分

析等は、当センターHP「ラ・ラ・ネット」に掲載しておりますので、ご覧ください。 

（参考） 

Web会議システムを利用することについて困っていること 

〇第1位 機材、ネット回線、会議場所等、ハード面が整備されていないこと 

〇第2位 情報機器操作のスキルが、身についていないこと 

〇第3位 もしトラブルが起きたと思うと、すぐに対処できるか不安なこと 

〇第4位 セキュリティ上、本当に安全なのか 

〇第5位 機材等のハード面を整備する予算はどうするのか 

 Web会議システム活用状況調査結果について          

にいがた連携公開講座2020              

多様化、高度化する県民の生涯学習ニーズに応えるための、良質

かつ高度な学習を提供することを趣旨とした「にいがた連携公開講

座2020」も残すところあと１回となりました。 

今年度より、NPO等の民間団体や企業との連携・協働により、高

等教育機関以外の方を講師として招聘し開催し

ています。講座内容のマンネリ化が解消され、

市町村のニーズや地域特性に合った講座を市

民・県民の皆様に提供することができます。 

次年度も、多くの市町村からの参加希望をお

待ちしております。 

「地域連携コーディネーター養成スクール」の研修内容を「News Letter」でまとめまし
た。 
詳細は、ホームページ「ラ・ラ・ネット」の「活動日記」をご覧ください。 
１回目から３回目まで全て掲載しています。 

ラ・ラ・ト ッ プ

ペ ー ジ「つ な が

る」から活動日記

を見ることができ

ます。 

講義録をクリックするとNEWS LETTERを

見ることができます。 

地域連携コーディネーター養成スクール           



 

            家庭教育支援者養成研修会・地域とともにある学校づくり研修会 

 地域とともにある学校づくり研修会 

～「社会に開かれた教育課程」実現までの道程～ 

 本研修会は、「学校における働き方改革」となる学校支援活動の効果的導入事例や、「社会に開か

れた教育課程」実現に向けた地域連携担当教員等を生かす学校経営について学び、管理職や行政担当

者としてのリーダーシップとマネジメント力の向上を目指すものです。 

  今年度は、９月２５日に魚沼市地域振興センター、１０月２３日に県立生涯学習推進センターで

実施し、合計１３９名の参加がありました。参加対象は新任の校長先生は原則参加とし、希望する

学校管理職、行政担当者としました。今年度は、これらの対象に加え、新任の教頭先生は、本研修

会又は地域連携コーディネーター養成スクールのいずれかに参加することとしました。 

 研修会は、前半が実践発表、後半が講演会という形で進められました。今年度は令和元年度、文部

科学大臣表彰を受けた市町村の行政担当者と関係する学校からの発表でした。市町村行政担当者か

らは、市町村教育委員会としてのコミュニティ・スクール、地域学校協働本部設置の基本方針及び運

営方針、各学校・関係団体への支援（研修会の実施含む）、学校間の情報共有と保護者・地域への啓

発に向けた広報活動を中心に発表されました。学校からは、地域との連携組織と関係団体との具体的

な実践そして成果と課題に基づく改善の方向が紹介されました。その中で、様々な取組により教職員

の負担が軽減され、教育活動の質の向上につな

がっているという報告もなされました。 

 後半の講演会講師には、東京都三鷹市教育長で

あり、文部科学省初等中等教育局視学委員を務め

られている貝ノ瀨 滋様をお迎えし、学校と地域

が連携・協働することの必要性や重要性、安定的で

持続可能なコミュニティ・スクールのあり方、三鷹

市のコミュニティ・スクールについて御講演いた

だきました。 

  この研修会を出発点として、各学校が「地域とと

もに歩む学校づくり」「学校を核とした地域づく

り」に向けて、一層地域との連携・協働が推進され

ることを願っています。 

 家庭教育支援者養成研修会 全３回終了           

 標記研修会の２回目を９月１０日に実施しました。午前は新発田児童相談所 所長 伊藤 信行 氏

を迎え「家庭教育支援により児童虐待を予防するために」をテーマに御講義いただき、午後は久里

浜医療センター 心理療法士 宮越 春香 氏から「子どもをゲーム・ネット依存にさせないために」

について、久里浜からオンライン講義をしていただきました。どちらの講義も、現場の最前線の状

況をお聞きすることができる貴重な機会となりました。 

 １０月１９日には「家庭教育支援ガイドブックを活用し

た講座づくり」をテーマに３回目の研修会がありました。

講師は、蔵王のもり こども園 園長 佐竹 直子 氏に務め

ていただきました。コロナ禍での家庭教育講座の進め方や

工夫等をご提案いただき、現場で活用できる多くの手法を

学ぶことができました。 

 今年度の全３回の延べ受講者は１７６名 、

修了者 は４０名 となりました。ご多用

の中、多数の皆様が受講してくださり誠にありがとうござ

いました。家庭教育支援者としての今後の更なる活躍を祈

念しています。 

 

                いきいき県民カレッジ受講手帳・ラ・ラ・ネット機能紹介 

ラ・ラ・ネットマイページに御登録いただくと各種生涯学習情報の登録ができます。各種情報の登

録方法及び登録の流れを紹介します。まずはマイページにログイン。 

①学習機会登録をクリック ②から選んでクリック ③に表示される項目を入力（※は必須入力）

④入力が終わったら登録をクリック  

 
 
 

 

 承認依頼後、公開承認がされた情報がラ・ラ・ネット各ページに表示されます。情報掲載期間も

設定できます。更に詳しい機能はラ・ラ・ネットホームページより「マイページ・学習情報登録 

操作手引書（PDFファイル 5MB）」を御覧ください。 

指導者情報の登録については紙面書類での手続きになります。指導者に御登録希望の方は県立生

涯学習推進センターへお問合せください。（TEL０２５－２８４―６１１９） 

 ラ・ラ・ネットマイページ機能紹介            

 いきいき県民カレッジ受講手帳            

・いきいき県民カレッジ 

（学習機会）講座情報登録 

・団体・グループ登録・施設登録 

・活動日記・お知らせ登録 

① 

② 

③ 

④ 

④終了後、プレビューで表示確認を行い、学習機会情

報一覧表画面に戻り「承認を依頼する」をクリック。 

「いきいき県民カレッジ」は、平成４年度以降、多くの県民の皆様にさまざまな講座の受講をい

ただいております。令和２年度前期は新型コロナウイルス感染症の影響で登録講座が大幅に減って

おりましたが、後期になり、登録講座もほぼ例年並みにまで回復してきました。「いきいき県民カ

レッジ」では、受講手帳にスタンプをためることにより、学長（県知事）名の入った奨励証も授与

されます。ぜひ、この機会に「いきいき県民カレッジ」登録講座の受講を御検討ください。 


